第２・３学年　学級経営案
	１.学校教育目標


	２．めざす児童像
	

	〇

	〇自分の思いや考えを持ち、伝え合うことができる子ども
〇自分の思いや考えを自信を持って表現できる子ども
〇めあてに向かって、最後まで取り組む子ども
	

	３．教育目標の実現に向けた重点目標

	主体的に課題解決を図る子どもの育成
	主体的に自分の考えを発信する子どもの育成

	４．学級・学年.児童の実態
	

	【課題解決力】
○友だちの発表を最後まで聞けないときがある

○解決に向けて方法を模索する姿勢が長続きせず、あきらめが早い。

	【発信力】
○大きな声であいさつや音読ができる
○答えに自信がある場合は、積極的に発表することができる
○自分の考えや気持ちを伝えようとする意欲はあるが、語彙が少ない。


	３.学級目標
	

	ピース！！
～　えがお　やさしさ　げんき　～

	４.学級目標の実現に向けた具体的取組

	【課題解決力向上に向けて】
◯学習する姿勢や聞く態度、授業準備などの学習規律を定着させる。
○自分の考えだけでなく、友だちの考えも大切にできるよう、話す側と聞く側の話型を指導する。
○話す力や聞く力が身についてきたら、話型にとらわれず自分の言葉で言えるように、話し方聞き方の向上を図る。
○算数を中心に、ペアで行う子どもたち主体の課題解決学習を実践する。また、学習リーダーを設定し、全員で課題解決する話し合いの進行を担当する。
◯一人ひとりの理解力に合わせた支援の工夫を行う。
◯子どもの言葉から課題やまとめが出てくるような主体的な授業をつくる。
◯自分の考えを持てるように、個人の思考の時間を確保する。

	（発信力に向けて）
○国語の授業はじめに、はきはきと大きい声での音読活動を位置づける。
○授業や帰りの会での振り返り、朝の一分間スピーチに柱（テーマ）を設け、短時間に考えを整理し、考えを形成する力の向上を目指す。
○主要行事や活動が実施された日には作文に取り組ませる。さらに定期的に視写活動を実践し、文章表現力の向上を図る。
◯相手や場面に合わせた言葉遣いや気持ちの良い挨拶やお礼などの定着を図る。
〇生活科や総合的な学習の時間において、発信の場
を設定した単元計画を作成し、相手意識を持たせ
る。
〇語彙力の向上を目指した日常活動や授業を実践する。



地域に根ざし、豊かに学び、思いを表現する城原っ子の育成


～発信力～


～課題解決力・発信力の向上～
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